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本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
地
域
活
性
学

会
の
金
沢
大
会
に
お
い
て
、
金
融
部

会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）。
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
支
援
の
取
組
事
例
に
つ
い

て
、
金
融
機
関
と
中
小
企
業
支
援
者

か
ら
の
発
表
を
元
に
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
た
。＊　

　
　
　
＊

山
口　
本
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
地

域
金
融
機
関
に
よ
る
中
小
企
業
向
け

の
Ｄ
Ｘ
支
援
は
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
」
と
の
発
想
の
下
に
企
画
し
た

も
の
で
す
。
日
銀
の
「
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
地
域
金
融
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
末
時
点
で

法
人
顧
客
向
け
の
Ｄ
Ｘ
支
援
を
し
て

い
る
地
域
銀
行
は
５
行
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
だ
取
組
み
が
少
な
い
地
域
銀
行

の
な
か
で
、
先
行
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
の
が
、
金
沢
が
地
元
で
も
あ
る

北
國
銀
行
さ
ん
で
す
。
本
日
は
、
北

國
銀
行
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
で
活
躍

す
る
大お

お
い
え
 
と
も
こ

家
智
子
さ
ん
に
、
産
地
全
体

の
Ｄ
Ｘ
を
支
援
し
た
事
例
を
発
表
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
町

工
場
の
宮
沢
賢
治
と
言
わ
れ
る
Ｙ
サ

ポ
ー
ト
の
山や

ま
も
と
 
あ
か
し

元
証
さ
ん
に
、
中
小

製
造
業
の
Ｄ
Ｘ
の
現
場
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

　
大
家 

智
子

　
（ 

北
國
銀
行
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）

　
山
元 

証

　
（ 

合
同
会
社
Ｙ
サ
ポ
ー
ト
代
表
）

●
総
括
コ
メ
ン
ト

　
小
野 

浩
幸

　
（ 

山
形
大
学
教
授
、
地
域
活
性

学
会
金
融
部
会
長
）

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

　
山
口 

省
藏

　
（ 

金
融
経
営
研
究
所 

所
長
）

●ファシリテータを務める山口省藏氏

大
家
大
家  

智
子
、
山
元
　
証
、
小
野

智
子
、
山
元
　
証
、
小
野  

浩
幸
、
山
口

浩
幸
、
山
口  

省
藏
省
藏

地
域
活
性
学
会　
金
沢
大
会　
金
融
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
活
性
学
会　
金
沢
大
会　
金
融
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

中
小
企
業
向
け
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
地
域
活
性
化

中
小
企
業
向
け
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
Ｄ
Ｘ
が
地
域
の
伝
統
産
業
や
町
工
場
の
経
営
を
変
え
る

―
Ｄ
Ｘ
が
地
域
の
伝
統
産
業
や
町
工
場
の
経
営
を
変
え
る
――

レポート
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一　

は
じ
め
に

　
２
０
１
９
年
に
実
施
さ
れ
た
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
第
４
次
対
日
相
互
審
査
の
結
果

に
関
す
る
報
告
書
（M

utual 
Evaluation Report

以
下
、「
Ｍ
Ｅ

Ｒ
」
と
い
う
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

当
初
予
定
よ
り
１
年
遅
れ
と
な
る
本

年
８
月
30
日
に
公
表
さ
れ
、
日
本
は

２
種
類
あ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
プ

ロ
セ
ス
の
う
ち
、
よ
り
厳
し
い
「
重

点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
の
対
象
と
さ

れ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
今
後
、

金
融
機
関
に
は
、
当
該
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
指
摘
を
踏
ま
え
た
態

勢
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
本
稿
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
相
互

審
査
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
概
要
と

と
も
に
、
金
融
機
関
に
関
連
す
る
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
の
評
価
結
果
か
ら
、
金
融
実

務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ

る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
ま
ず
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る

相
互
審
査
の
枠
組
み
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
た
後
、
対
日
審
査
結
果
の
概

要
と
こ
れ
を
受
け
た
日
本
政
府
の
動

き
を
整
理
し
、
そ
の
う
え
で
、
Ｍ
Ｅ

Ｒ
中
、
金
融
実
務
に
特
に
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
個
別

に
取
り
上
げ
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部

分
は
、筆
者
ら
独
自
の
も
の
で
あ
り
、

筆
者
ら
が
現
在
所
属
し
ま
た
は
過
去

に
所
属
し
た
組
織
の
見
解
を
表
す
も

の
で
は
な
い
。
文
中
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
の
日

本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
Ｍ

Ｅ
Ｒ
と
と
も
に
公
表
さ
れ
た
財
務
省

お
よ
び
金
融
庁
に
よ
る
仮
訳
を
基
に

し
た
要
約
や
抜
粋
で
あ
る
。

二 　

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
相
互

審
査
お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

１ 　

相
互
審
査
に
お
け
る
２
つ

の
柱

　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
相
互
審
査
は
、

40
項
目
か
ら
な
る
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
に

沿
っ
た
法
令
等
の
整
備
状
況

（Technical Compliance

：
Ｔ
Ｃ
）

に
係
る
審
査
と
、
11
項
目
か
ら
な
る

成
果
（Immediate Outcome

：
Ｉ

Ｏ
）
の
達
成
度
に
基
づ
く
対
策
の
有

効
性
（Effectiveness

）
に
係
る
審

査
と
い
う
２
つ
の
柱
か
ら
成
る
。

　
Ｔ
Ｃ
は
、
書
面
審
査
に
よ
り
、
40

項
目
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
ご
と
に
、
Ｃ

（Compliant

）、
Ｌ
Ｃ
（Largely 

Compliant

）、
Ｐ
Ｃ
（Partially 

Com
pliant

）、
Ｎ
Ｃ
（Non-

Compliant

）
の
４
段
階
で
評
価
さ

れ
る
。
有
効
性
は
、
オ
ン
サ
イ
ト
審

査
に
よ
り
、
11
の
Ｉ
Ｏ
ご
と
に
、
Ｈ

（High

）、
Ｓ
（Substantial

）、
Ｍ

（M
oderate

）、
Ｌ
（Low

）
の
４

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対
日
相
互
審
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
態
勢
の
高
度
化

今
月
の
解
説
①

中
央
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

金
澤 

浩
志

弁
護
士　

髙
橋 

瑛
輝
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質　
　
問

　
甲
金
融
機
関
の
窓
口
に
来
店
し
た

Ａ
が
、
定
期
預
金
申
込
書
に
所
定
の

事
項
を
記
入
し
て
窓
口
係
員
に
提
出

し
、
現
金
５
０
０
万
円
を
バ
ッ
グ
か

ら
取
り
出
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
置

い
た
と
こ
ろ
、
何
者
か
に
よ
っ
て
現

金
を
強
奪
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

定
期
預
金
申
込
書
に
は
入
金
額
５
０

０
万
円
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
場
合
、
Ａ
と
の
定
期
預
金

契
約
は
法
的
に
ど
の
よ
う
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
回　
　
答

　
甲
金
融
機
関
と
Ａ
と
の
定
期
預
金

契
約
は
、
所
定
の
事
項
が
記
載
さ
れ

た
定
期
預
金
申
込
書
を
甲
の
窓
口
担

当
者
が
受
理
し
た
時
点
で
成
立
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、甲
は
、

金
銭
の
引
渡
し
を
受
け
て
い
な
い
の

で
、
５
０
０
万
円
の
定
期
預
金
債
務

を
負
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
置
か
れ
た
金

銭
の
保
管
に
つ
い
て
、
甲
の
善
管
注

意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
は
、
損

害
賠
償
請
求
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
解　
　
説

１　
預
貯
金
契
約
の
法
的
性
質

⑴
　
判
例
の
考
え
方

　
預
金
契
約
の
法
的
性
質
に
関
し
て

判
例
は
、
消
費
寄
託
の
性
質
を
有
す

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、

「
預
金
者
が
金
融
機
関
に
金
銭
の
保

管
を
委
託
し
、
金
融
機
関
は
預
金
者

に
同
種
、
同
額
の
金
銭
を
返
還
す
る

義
務
を
負
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
寄
託
の
性
質

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」（
最
判
平

成
21
・
１
・
22
民
集
63
巻
１
号
２
２

８
頁
）
と
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

　
消
費
寄
託
に
つ
い
て
の
民
法
の

定
め

　
民
法
は
、「
寄
託
は
、
当
事
者
の

一
方
が
あ
る
物
を
保
管
す
る
こ
と
を

相
手
方
に
委
託
し
、
相
手
方
が
こ
れ

を
承
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

効
力
を
生
ず
る
」
と
定
め
（
民
法
６

５
７
条
）、
寄
託
一
般
に
つ
い
て
、

書
面
の
有
無
を
問
わ
ず
、
当
事
者
の

意
思
表
示
の
合
致
の
み
に
よ
っ
て
成

立
す
る
諾
成
契
約
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
寄
託
（
同
法
６
６
６
条
）
は

寄
託
の
一
種
で
あ
り
、
原
則
と
し
て

寄
託
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
諾
成
契

約
で
す
が
、
寄
託
物
の
所
有
権
を
受

寄
者
に
移
転
す
る
点
で
他
の
寄
託
と

は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

受
寄
者
は
寄
託
物
を
自
由
に
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
、
寄
託
物
と
種
類
・

品
質
・
数
量
の
同
じ
物
の
返
還
義
務

を
負
い
ま
す
が
、
こ
の
点
は
消
費
貸

事
例
で
学
ぶ　預金

法
務
Ｑ
＆
Ａ

経
済
法
令
研
究
会 

顧
問
・
専
任
講
師　

髙
橋 

恒
夫

②

本
項
で
は
、
近
時
の
法
改
正
事
項
・
判
例
よ
り
預
金
の
取
扱
い
に
関
わ
る

重
要
ポ
イ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
事
例
と
と
も
に
解
説
し
ま
す
。

事
例
１
　
窓
口
入
金
に
よ
る
預
金
の
成
立
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本
連
載
で
は
、
米
国
の
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
を
卒
業
後
、
米
国
の
法
律
事

務
所
に
て
客
員
弁
護
士
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
筆
者
が
、
米
国
の
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
、
金
融
機
関
、
法
律
事
務
所

の
実
務
等
、
最
新
の
米
国
の
状
況
を

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
全
６
回
の
予
定

で
、
初
回
は
、
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
と
日
本
の
法
科
大
学
院
の
違
い
を

中
心
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
国

の
状
況
も
含
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

１ 

　
な
ぜ
日
本
の
弁
護
士
が

米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に

留
学
す
る
の
か

　
近
年
で
は
、
日
本
で
資
格
を
取
得

し
た
弁
護
士
が
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
に
留
学
す
る
例
も
珍
し
く
な
く
な

り
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
そ
の
動
機

は
様
々
で
す
が
、
よ
く
次
の
よ
う
な

も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ 　

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
位
を
取
得

し
た
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
等
の

司
法
試
験
を
受
験
し
、
そ
の
州
の

弁
護
士
資
格
を
取
得
し
た
い
。

・ 　

留
学
と
と
も
に
米
国
等
海
外
の

法
律
事
務
所
、
官
公
庁
、
企
業
等

で
研
修
し
、
そ
の
際
に
得
た
知
見

や
つ
な
が
り
を
日
本
で
の
弁
護
士

業
務
に
活
か
し
た
い
。

・　

英
語
力
を
向
上
さ
せ
た
い
。

・ 　

海
外
で
の
生
活
や
各
国
の
学
生

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
視
野
を
広

げ
た
い
。

　
私
が
留
学
を
決
め
た
の
も
、
こ
れ

ら
と
同
様
の
理
由
で
し
た
。

２ 

　
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
お
け
る
コ
ー
ス
の
違
い

　
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
ひ
と
括

り
に
言
っ
て
も
、
い
く
つ
か
コ
ー
ス

が
あ
り
、
多
く
の
日
本
人
留
学
生
が

選
択
す
る
コ
ー
ス
は
、
９
〜
10
ヵ
月

で
卒
業
で
き
る
法
学
修
士
（M

aster 
of Laws, 

Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
で
す
。
Ｌ
Ｌ
Ｍ

は
、
主
に
母
国
で
法
学
を
学
ん
だ
外

国
人
留
学
生
が
対
象
で
、
私
も
こ
の

コ
ー
ス
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
３
年
間
の
法
学
博

士
（
Ｊ
Ｄ
）
と
い
う
コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
主
に
米
国

の
大
学
の
卒
業
生
向
け
でLaw 

School Admission Test （
Ｌ
Ｓ
Ａ

Ｔ
）
と
い
う
難
関
試
験
で
高
得
点
を

取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

非
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
日
本
人
に
は
難
易

度
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

少
数
な
が
ら
こ
の
コ
ー
ス
に
入
学
す

る
日
本
人
留
学
生
も
い
ま
す
。

３ 
　
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

と
日
本
の
法
科
大
学
院
の

違
い

　
日
本
の
法
科
大
学
院
は
、
い
わ
ゆ

る
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
平

成
16
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
元
々

米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
モ
デ
ル
と

し
て
い
る
た
め
、
制
度
と
し
て
は
似

通
っ
た
点
も
多
い
で
す
。
た
だ
し
、

日
本
で
は
平
成
23
年
か
ら
法
科
大
学

院
を
修
了
す
る
こ
と
な
く
司
法
試
験

の
受
験
資
格
を
得
ら
れ
る
予
備
試
験

が
始
ま
り
、
近
時
で
は
む
し
ろ
予
備

試
験
経
由
の
合
格
者
が
増
加
し
て
い

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
法
科
大
学
院
と
米
国
の

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
両
方
を
卒
業
し
た

経
験
か
ら
、両
者
の
違
い
に
つ
い
て
、

私
の
感
想
も
交
え
て
み
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
ソ
ク
ラ
テ
ス

メ
ソ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
教
育
手
法
で

す
。
抽
象
的
に
は
、
教
授
が
問
い
を

立
て
、
学
生
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い

う
双
方
向
の
教
育
法
を
指
す
よ
う
で

す
が
、そ
の
具
体
的
な
方
法
は
大
学
、

科
目
、
教
授
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

単
純
に
教
授
が
想
定
し
た
回
答
を
得

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
だ
け

の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
特
定
の
正
解

は
な
く
、
複
数
の
学
生
に
複
数
の
見

解
を
述
べ
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
批
判
的
に
討
論
さ
せ
る
こ
と
で

理
解
を
深
め
た
り
、
複
数
の
判
例
の

比
較
や
判
例
に
至
る
歴
史
的
背
景
を

最新 米国レポート
第１回　米国のロースクールと日本の法科大学院の違い

 法務&金融情報発信局

ほんぎょう・かつや●京都大学法学部卒業、2012 年弁護士登録。2017 年 8 月からほんぎょう・かつや●京都大学法学部卒業、2012 年弁護士登録。2017 年 8 月から
2020 年 3月まで金融庁にて検査マニュアル廃止後の検査・監督に係る基本方針の策定や2020 年 3月まで金融庁にて検査マニュアル廃止後の検査・監督に係る基本方針の策定や
銀行法・信用金庫法の法令照会対応、規制緩和要望への対応等に従事。2021 年 9月にノー銀行法・信用金庫法の法令照会対応、規制緩和要望への対応等に従事。2021 年 9月にノー
スウエスタン大学ロースクール（LL.M.）を卒業し、翌 10月からKirkland & Ellis LLPスウエスタン大学ロースクール（LL.M.）を卒業し、翌 10月からKirkland & Ellis LLP
にて客員弁護士として勤務。にて客員弁護士として勤務。

弁護士　弁護士　本行 克哉本行 克哉
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あんどう・かつまさ●1990 年中国銀行入行。営業店勤務を経て
06 年より融資部。同部にて主に債権管理回収業務および訴訟対
応等担当。その後、３か店において支店長を歴任し、20 年より
現職。

中銀リース株式会社  　安東 克正中銀リース株式会社  　安東 克正

融資先回収局面における
法的対応等の諸論点

第１回
融資金回収局面における

融資先の状況に関する諸論点

第１回
融資金回収局面における

融資先の状況に関する諸論点

　
一
　
執
筆
に
あ
た
っ
て

１ 　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
況
に

つ
い
て
の
私
見

　
令
和
２
年
１
月
に
、
日
本
で
初
め

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年
半
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
新
種
株
の
発
生

拡
大
等
も
あ
っ
て
、
最
近
に
な
っ
て

感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
き
て
い
る

と
は
い
え
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
い
ま
だ
出
口
が
見

え
て
い
な
い
と
い
う
未
曾
有
の
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、緊
急
事
態
宣
言
の
ほ
か
、

行
政
か
ら
の
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た

め
の
人
流
削
減
に
向
け
た
各
種
要
請

と
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
資
金

繰
り
支
援
策
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施

策
に
よ
っ
て
、
窮
境
に
陥
っ
た
事
業

先
の
生
命
線
と
も
い
え
る
資
金
繰
り

が
支
え
ら
れ
て
い
る
状
況
が
み
て
と

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
と
比
べ
て
論
じ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
筆

者
が
思
い
出
す
の
は
（
あ
く
ま
で
も

個
人
的
な
肌
感
覚
で
す
が
）、
平
成

10
年
に
実
施
さ
れ
た
「
中
小
企
業
金

融
安
定
化
特
別
保
証
制
度
」（
以
下
、

単
に
「
特
別
保
証
制
度
」
と
い
い
ま

す
）
の
時
の
状
況
で
す
。

　
当
時
は
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し

不
況
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
行
政

か
ら
財
務
体
質
を
強
化
す
る
よ
う
迫

ら
れ
た
金
融
機
関
に
お
い
て
、
不
良

債
権
の
圧
縮
と
い
う
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
融
資
姿
勢
が
厳
格
化
す
る

方
向
に
進
ん
だ
こ
と
に
伴
い
、
い
わ

ゆ
る
「
貸
し
渋
り
」
や
「
貸
し
は
が

し
」
と
い
う
用
語
が
取
り
ざ
た
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
事
業
先
の
資
金
繰
り
の
窮
境

に
対
応
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
の

が
特
別
保
証
制
度
で
、
売
上
減
少
等

一
定
の
要
件
を
満
た
し
さ
え
す
れ

ば
、
比
較
的
容
易
に
信
用
保
証
協
会

保
証
付
融
資
が
受
け
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
事
業
先
や

金
融
機
関
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

状
況
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
特
別
保
証
制
度
に
つ
い
て
は
、
実

質
無
審
査
で
あ
る
な
ど
一
定
程
度
の

批
判
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
際


